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幌加内町平成２８年予算審査特別委員会 第２日目 
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開議 午前 ９時５８分 

    ◎開議の宣告 

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまの出席委員数は９名であります。定足数に達してお

りますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。 

 

    ◎議案第３３号ないし議案第４０号 

〇委員長（齋藤雅文君） これから歳入の審査に入ります。 

 説明を願います。 

 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） それでは、歳入につきまして私のほうで一括説明させてい

ただきます。なお、前段で副町長のほうで概要説明等を行っておりますけれども、なる

べく重複を避けて説明させていただきます。 

 それでは、予算書の１０ページ、１１ページをお願いいたします。１款１項１目、町

民税個人、本年度８，９７３万２，０００円、３２０万２，０００円の増となってござ

います。これにつきましては、農業所得の増を見込み、増額とさせていただいておりま

す。 

 ２目法人、本年度７６９万３，０００円、２０万３，０００円の減額となってござい

ます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明長くなりますので、着席してお願いします。 

〇総務課長（大野克彦君） 済みません。それでは、着席させていただきます。 

 ここにつきましては、２７年度の決算見込みを根拠とし、算出してございます。 

 ２項１目固定資産税、本年度６，７５２万４，０００円、１１８万２，０００円の減

額となってございます。これにつきましては、償却資産税の課税標準額の減が要因とな

ってございます。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金、本年度４６７万６，０００円、２６万４，０００

円の増となってございます。これにつきましては、森林管理局の森林の評価の伸びに伴

う増となってございます。 

 ３項１目軽自動車税４２３万７，０００円、２０万４，０００円の増となってござい

ます。課税対象となる台数の増を見込んでございます。 

 ４項、次のページをお願いいたします。１目たばこ税６５７万９，０００円、５０万

４，０００円の減額となってございます。製造たばこ部分での減を見込んでございます。 

 ５項１目入湯税１５６万９，０００円、９万円の増額、ここは特にございません。 

 次のページ、１４ページ、１５ページをお願いします。２款１項１目地方揮発油譲与

税から次の１目自動車重量譲与税、１６ページの利子割交付金、１８ページの配当割交

付金、２０ページの株式等譲渡所得割交付金、２２ページの地方消費税交付金、次のペ

ージの自動車取得税交付金、２６ページの地方特例交付金、ここまでにつきましては副
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町長の概要説明と同様でありますので、省略させていただきます 

 ２８ページ、９款１項１目地方交付税、本年度２０億７，３００万円、４，２００万

円の増額となってございます。これにつきましては、前年につきましては骨格予算でし

たので、このような増額となってございますけれども、肉づけ予算に対しては減額とな

ってございます。これにつきましては、現在のところ国においては出口ベースで０．３

％の減、それから国調の人口減等がございますので、実際的には７月に普通交付税が本

算定されますので、そのときにある程度の姿が見えてくるものと考えてございます。 

 次のページお願いいたします。３０ページ、３１ページ、１０款１項１目交通安全対

策特別交付金、本年度５０万円、比較増減なしとなってございます。このページは特に

ございません。 

 次のページ、３２ページ、３３ページをお願いいたします。１１款１項１目分担金、

本年度４，４４８万４，０００円、比較４，２１８万３，０００円の増額となってござ

います。これにつきましては、前年の当初予算よりも道営事業の中部地区の経営体の分

担金、それから西部地区の畑地総合整備事業の分担金、この２件が皆増となっておりま

すので、ふえた要因となってございます。 

 次、２項１目負担金、本年度５２万６，０００円、３５８万２，０００円の減額とな

ってございます。これにつきましては、保育所入所者負担金、これが無償化に伴いまし

て４１０万７，０００円の減額が主な要因となってございます。 

 次のページ、３４ページ、３５ページをお願いいたします。１２款１項１目総務使用

料６７５万円、３６万８，０００円の増額、ここは特にございません。 

 ２目民生使用料２２７万円、２３万８，０００円の減額、これも特にございません。 

 ３目衛生使用料８，７４５万８，０００円、５，８８９万９，０００円の増額となっ

てございます。これにつきましては、下から２段目の幌加内診療所の使用料が病院から

変更されることに伴いまして６，０７２万７，０００円の増額となってございます。 

 ４目農業使用料、次の５目商工使用料、特にございません。 

 次のページ、３６ページ、３７ページをお願いいたします。６目土木使用料、７目教

育使用料も特にございません。 

 ２項１目総務手数料、これも特にございません。 

 ２目衛生手数料、本年度１，１２８万６，０００円、６９１万８，０００円の増額で

すけれども、これにつきましても下から２段目の幌加内診療所の手数料が新たにふえた

ことによる増額となってございます。 

 次のページ、３８ページ、３９ページをお願いいたします。このページ、３目農業手

数料、４目教育手数料ともに特記事項はございません。 

 次のページ、４０ページ、４１ページをお願いいたします。１３款１項１目民生費国

庫負担金、本年度４，５７４万９，０００円、４６２万３，０００円の増額となってご

ざいます。主な要因といたしましては、上から３つ目の保育所運営費負担金、ここにつ
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いて３５０万４，０００円の増額となったことが主な要因となってございます。 

 続きまして、２目農林水産業費国庫負担金、特にございません。 

 ２項１目民生費国庫補助金、これにつきましては本年度６６０万２，０００円、６４

１万３，０００円の増額となっておりますけれども、これにつきましては地域介護・福

祉空間整備等施設整備交付金の増額によるものとなってございます。 

 次のページ、４２ページ、４３ページをお願いいたします。３目土木費国庫補助金、

本年度３，３９５万３，０００円、比較で５，０９１万８，０００円の減額となってご

ざいますけれども、これについては公営住宅のわかば団地が６，７２９万２，０００円

がありましたけれども、これの減額によるものが主な要因となってございます。 

 ４目教育費国庫補助金、それから５目総務費国庫補助金、これは特にございません。 

 次の衛生費国庫補助金につきましては、前年感染症予防事業に係る補助金がございま

したけれども、なくなりましたので、減額となってございます。 

 ３項１目総務費委託金、次の民生費委託金、特にございません。 

 次のページ、４４ページ、４５ページをお願いいたします。１４款１項１目民生費道

負担金、本年度３，１０１万円、２０３万２，０００円の増額となっておりますけれど

も、これにつきましては右側の上から５番目の保育所運営費負担金といたしまして１７

５万２，０００円の減額となったものが主な要因となってございます。 

 続きまして、２項、次のページ、４６ページ、４７ページをお願いいたします。１目

民生費道補助金、本年度３０７万１，０００円、比較３４２万５，０００円の減額とな

っておりますけれども、これにつきましては右側の一番下の子育て支援対策事業費補助

金で１６０万円の減額、その他前年につきましては放課後児童健全育成事業補助金が１

２７万４，０００円あったものがなくなったことにより減額となってございます。 

 次の２目衛生費道補助金については、特にございません。 

 ３目農林水産業費道補助金１億２，７３２万５，０００円、比較４，２７５万９，０

００円の増額となってございますけれども、これにつきましては上から４段目の環境保

全型農業直接支援対策事業補助金の中で３，４７１万４，０００円の増額によることが

要因となってございます。この目については以上です。 

 次のページをお願いいたします。４８ページ、４９ページお願いいたします。４目総

務費道補助金４３０万円、１９０万円の増額でありますけれども、ほろみん号に対する

補助金の増額となってございます。 

 ５目教育費道補助金、特にございません。 

 ３項１目総務費委託金５８８万３，０００円、比較といたしまして１４５万円の減額

となってございます。これにつきましては、減の要因といたしましては知事道議選挙の

選挙経費２１０万円の減、それから国勢調査に係る交付金２６８万円の減が減額の要因

でありまして、参議院選挙に係る事務委託費３００万円がふえた要因となってございま

す。この目については以上です。 
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 次、２目農林水産業費委託金、特にございません。 

 次のページ、５０ページ、５１ページも特にございません。 

 次のページ、５２ページ、５３ページをお願いいたします。１５款１項１目財産貸付

収入、ここについても特にございません。 

 ２目利子及び配当金、本年度４１９万６，０００円、５６万７，０００円の減となっ

てございます。ここにつきましては、基金の利息等を計上しておりますけれども、この

計上した時期よりも今若干利息が下がってきておりますので、決算的には若干これより

さらに減ることを見込んでございます。 

 次のページお願いいたします。５４ページ、５５ページをお願いいたします。２項１

目不動産売払収入、２目物品売払収入、３目生産物売払収入、特に特記事項ございませ

ん。 

 次のページお願いいたします。５６ページ、５７ページお願いいたします。１６款１

項１目一般寄附金、これにつきましては本年度１０万１，０００円、比較１，０００円

上がっておりますけれども、この中でふるさと納税寄附金ございますけれども、ふるさ

と納税につきましては現在検討中でありまして、新たな内容が決まり次第若干の変更が

出てくるかと思いますけれども、現時点では前年とほぼ同じで計上させていただいてご

ざいます。 

 ２目使途指定寄附金、特にございません。 

 続きまして、５８ページ、５９ページお願いいたします。１７款１項１目基金繰入金、

本年度２億６，８６４万８，０００円、比較２億４，９２８万９，０００円の増額とな

ってございます。増額の主な要因といたしましては、右側の４番目、地籍整備基金３，

０００万円、これにつきましてはＪＲ跡地の調査設計に充当するものとしております。

それから、下から２番目、財政調整基金２億２，０００万円、これにつきましては歳入

不足を補うため基金繰り入れを予定してございます。 

 次のページお願いいたします。６０ページ、６１ページ、１８款１項１目繰越金、特

にございません。 

 次の６２ページ、６３ページお願いいたします。１９款１項１目の延滞金から４項の

２目過年度収入まで、特にございません。 

 ３目雑入におきましては、本年度７，８５２万６，０００円、５４万３，０００円の

減でございますけれども、これにつきましては次の次のページ、６６ページ、６７ペー

ジになりますけれども、この中の下から２番目の学校給食費の収入において１１１万２，

０００円の減額を見込むことが要因となってございます。 

 次の６８ページ、２０款町債関係につきましては、副町長の概要説明と同様となりま

すので、省略させていただきます。なお、町債に係る一覧につきましては、議案の６ペ

ージの第３表に一覧を掲載してございます。それから、起債全体の残高見込み等につき

ましては１９５ページに第３表の２というようなことで記載させてありますので、後ほ
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どお目通しをいただきたいと思います。 

 歳入につきましては以上で説明を終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 事項別明細書、歳入の１０ページから質疑を受けます。１０ページ、１１ページにつ

いて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １８ページ、１９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２２ページ、２３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２４ページ、２５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２６ページ、２７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２８ページ、２９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３０ページ、３１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３２ページ、３３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３６ページ、３７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３８ページ、３９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４０ページ、４１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） ４２ページ、４３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４４ページ、４５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４６ページ、４７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４８ページ、４９ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５０ページ、５１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５２ページ、５３ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５４ページ、５５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５６ページ、５７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５８ページ、５９ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ６０ページ、６１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ６２ページ、６３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ６４ページ、６５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ６６ページ、６７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ６８ページ、６９ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ７０ページ、７１ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入全般について質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 歳入全般についてちょっとお聞きしたいのですけれども、３７

億という総予算、例年から見たら大変大きな予算なのですけれども、病院だとか、ある

いは高校だとか、大きな事業が予算で計画されているわけですけれども、その財源とし

て起債が約５億、それから基金の取り崩しが２億２，０００万ということで、そういう
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ことで財源の確保をされているわけですけれども、幌加内はそんなに厳しいわけではな

いので、７億ぐらいの基金取り崩しと起債はそう大きな問題ではないのかなというふう

には思いますけれども、今後これからまた大きな事業も予定というのですか、想定され

る中で、今回の予算をそこら辺を踏まえてどう考えているのか、町長の考え方があれば

お聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長、よろしいですか、お願いします。 

〇町長（細川雅弘君） それでは、私の考え方をちょっと述べさせていただきたいと思

います。 

 昨年、ことし、１０年越しで議論してきた病院の再編ということで、平成２３年当時

に１回戦計画したわけでございます。当時の転換は、介護療養、これを老健施設に転換

ということでシミュレーションしました。そのときの建設費、そして建設した後のラン

ニングということで、当時建設費が十五、六億、問題はその後の赤字でございます。毎

年１億円の赤字が生じるということでシミュレーションしました。そして、行革の計画

でいきますと、今交付税が特交を入れて二十二、三億、これが当時は最低で１６億円ま

で先細りすると、そういった中でこれはもたないだろうということで白紙に戻した経過

があります。おかげさまで今交付税１０年来ほぼ横ばいということで、自主財源が確保

できるところでございます。 

 それと、もう一つ、ことし建てました特養なのですけれども、おかげさまで過疎債と

いうソフト、それで借り入れができたということであります。これが幌加内町が単独で

町営で建てた場合、過疎債は補助金でなくて建設費の建設単価の一定の枠でしか借りれ

ません。思った以上に過疎債が多く借りれたということで、２７年度決算は基金に手を

つけずに済んだということであります。ただし、ことしについては学校の環境改善など

で基金に手をつけざるを得ないということで、今ご質問のありましたとおり２億２，０

００万の基金取り崩し。しかしながら、交付税の見込みが２０億ちょっとということで、

実際にはもう少し留保財源があると。それと、もう一つ、２７年度決算の繰越金が今５，

０００万円できたわけです。これがもう少し見込めるのでないかなということで、実際

２８年度の決算を考えたときに、基金取り崩しは本当に最小限で済むのではないかなと

いう、私の中ではイメージを抱いております。しかしながら、過疎債といえども、やは

り３割というものは自主財源でございます。こういった償還が将来かかる、これは間違

いのない事実でございます。それと、もう一つ、寿光会さんが運営をやっていただける

のですが、その中で３年間の給与費の保障、それと   に対する町の補助金、これは

３年、それ以後も少し継続いかなければならない。それでランニング経費がかかる。 

 それと、もう一つ、診療所の関係です。これは、外来が極めて減ってきているという

ことで、当初ざっくりと言えば１億円の外来収入を見込んでいたわけですが、これが８，

０００万程度、あるいは７，０００万台に落ち込んでいる。そういった中で支出を見た

ときには、かなりの補填額必要だと。これは、朱鞠内診療所、歯科診療所含めまして、
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そういった医療にかかわる町費の持ち出し、これを当然見ていかなければならぬという

ことで、財政全般について決して悲観はしておりませんけれども、楽観はしていないと。

やはり地方交付税次第かなという状況については変わりがないのかなということで私は

シミュレーションしているところでございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに歳入全般について質疑ありますか。 

 小関委員。 

〇５番（小関和明君） １つ、確認も含めてお尋ねしたいのですけれども、道支出金の

中で、ほろみん号の試験運行補助ということで４３０万ということで計上されています

けれども、お話を聞いていると単独費を出さなければならぬと、町費を、そういうこと

も運営の中でありますというのは都度いろんな会議でお話を聞かされていた状況もある

のですけれども、これが今年度も対象になり、今後ともこういったことがあり得るのか、

ちょっと確認させていただきたい。 

〇委員長（齋藤雅文君） 室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） お答えいたします。 

 この４３０万円につきましては、北海道の地域づくり総合交付金、これを見込んだと

ころなのですが、地域づくり総合交付金につきましては継続事業は３年までという決め

がまずあります。２６年から始まってということですので、２６年、２７年、２８年と

いうことで、ことしが対象とするには最後の年ということになります。ただ、これも全

体で需要がどれほどあるのかというのはまだ把握できておりませんので、必ずこの４３

０万円が入ってくるという確約は今のところできない。ただ、私どもとしてはとりあえ

ず上げさせていただくというつもりでおります。これは２分の１補助でございますので、

残りの２分の１については単費で賄われる、委員さんの言うとおりです。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに歳入全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。質疑なしと認めます。 

 以上をもちまして一般会計の質疑を終わらせていただきます。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２９分 

再開 午前１０時３０分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じ、特会の第１番目ですけれども、平成

２８年度幌加内町国民健康保険特別会計予算の質疑を行います。 

 事項別明細書、歳出より説明を願います。 
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 住民課長。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、事項別明細書、歳出からご説明いたしますので、

歳出、２８ページ、２９ページをお開きください。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明のときは座っていただいて結構です。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） 失礼します。 

 歳出、１款１項１目一般管理費、予算額２０２万８，０００円、前年比２４万６，０

００円の減であります。この目については特に説明はございません。 

 次に、２目連合会負担金、予算額５１万６，０００円、前年比１，０００円の増であ

ります。１９節の連合会負担金でありますが、国保連合会負担金で２８万７，４３２円、

連合会上川支部負担金１万１，０００円、国保保険者ネットワーク負担金２１万６，７

９７円の内訳となっているところであります。 

 次に、２項１目賦課徴収費、予算額１０万１，０００円、前年度同額であります。こ

の目につきましては特に説明はございません。 

 次のページをお開きください。３項１目運営協議会費、予算額８万２，０００円、前

年比２，０００円の増であります。この目につきましても特に説明はございません。 

 次の３２ページをお願いいたします。２款１項１目一般被保険者療養給付費、予算額

１億４，８９４万６，０００円、前年比９４４万４，０００円の増であります。１９節、

一般被保険者療養給付費でありますけれども、これにつきましては２５年から２７年上

期までの平均値で予算を算出しているところであります。 

 次に、２目退職被保険者等療養給付費、予算額１００万３，０００円、前年比４５万

６，０００円の減であります。１９節で退職被保険者等療養給付費でありますけれども、

２７年の上期の給付状況から算出しておりまして、給付件数の減により前年比４５万６，

０００円の減となったところであります。 

 次に、３目一般被保険者療養費、予算額５６万９，０００円、前年比３万円の減であ

ります。１９節の一般被保険者療養費ですけれども、２５年から２７年上期までの平均

値を用いて算出したところであります。 

 次の４目退職被保険者等療養費、予算額５万円、前年度同額であります。これにつき

ましても２６年から２７年上期まで実績がありませんでしたが、前年と同額として予算

計上したところでございます。 

 次の５目審査支払手数料、予算額２６万４，０００円、前年度同額であります。１２

節、審査支払手数料でありますけれども、２７年の４月から１１月までの実績によりま

して算出しており、この期間に月平均件数４９３件でありまして、これを昨年と同様に

５００件と見込んで計上したところでございます。 

 次に、２項１目一般被保険者高額療養費、予算額２，１０８万２，０００円、前年比

２９３万８，０００円の増であります。１９節、一般被保険者高額療養費でありますけ

れども、平成２５年から２７年上期までの平均値で算出しております。平成２７年上期
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で前年比１．２倍の伸びがありましたので、その点を考慮して予算計上したところでご

ざいます。 

 次に、２目退職被保険者等高額療養費、予算額１２万２，０００円、前年比１万４，

０００円の増であります。１９節、退職被保険者等高額療養費でありますけれども、平

成２３年から給付実績がありませんので、一般被保険者の平均値を用いまして算出して、

２件を予算計上しているところであります。 

 次に、３目一般被保険者高額介護合算療養費、予算額１０万円、前年度同額でありま

す。１９節の一般被保険者高額介護合算療養費でありますけれども、平成２６年度支給

実績ありませんでしたので、前年度同額としたところでございます。 

 次に、４目退職被保険者等高額介護合算療養費、予算額２万円、前年同額としており

ます。１９節の退職被保険者等高額介護合算療養費でありますが、これにつきましても

２６年の支給実績ございませんでしたので、前年度同額としたところであります。 

 次に、３項１目一般被保険者移送費、予算額１万円、前年同額であります。１９節の

一般被保険者等移送費でありますけれども、これにつきましては移送がなければ診療が

受けれない場合に限り支給されるものでありまして、これにつきましても実績はありま

せんが、前年度同額として予算を計上したところでございます。 

 次のページをお願いいたします。２目退職被保険者等移送費、予算額１万円、前年度

同額であります。これにつきましても一般被保険者と同様実績はございませんが、前年

同額として１万円を予算計上したところでございます。 

 次に、４項１目出産育児一時金、予算額２１０万円、前年度同額であります。１９節、

出産育児一時金でありますけれども、１件当たり４２万円、５件分を予算計上している

ところでございます。 

 次に、２目審査支払手数料、予算額２，０００円、前年度同額であります。この目に

ついては特に説明はございません。 

 次に、５項１目葬祭費、予算額１０万円、前年度同額であります。１９節の葬祭費で

ありますが、本年度前年同額、１０件分を予算計上したところであります。 

 次のページをお開きください。３款１項１目後期高齢者支援金、予算額２，４８０万

円、前年比１２０万円の減であります。１９節の後期高齢者支援金でありますが、これ

につきましては後期高齢者医療制度に対するゼロ歳から７４歳までの国保加入者からの

支援金で、後期高齢者会計全体のうち５割が公費、１割が保険料、４割が支援金として

いるもので、それらの負担されるものでございます。社会保険診療報酬支払基金より通

知されている額でございます。 

 次に、２目後期高齢者関係事務費拠出金、予算額４，０００円、前年度同額でありま

す。この目については特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。４款１項１目前期高齢者納付金、予算額３万円、前

年比１万５，０００円の増であります。１９節の前期高齢者納付金でありますが、これ
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につきましては前期高齢者の方の遍在による保険者間の不均衡を調整する制度で、前期

高齢者の加入割合に関係なく全保険者が負担するものであります。２８年度に用いてお

ります係数がまだ未定でありますので、２７年度並みの概算数値を予算計上したところ

でございます。 

 次に、２目前期高齢者関係事務費拠出金、予算額３，０００円、前年度同額でありま

す。この目については特に説明はございません。 

 次のページをお開きください。５款１項１目老人保健医療費拠出金、予算額１，００

０円、前年度同額であります。老人保健医療費拠出金でありますけれども、この保険制

度につきましては既に廃止されておりますけれども、新規分の拠出金は発生しませんが、

過誤請求の発生に備え、科目存置としたところでございます。 

 次に、２目老人保健事務費拠出金、予算額２，０００円、前年度同額であります。こ

の拠出金でありますが、これは２６年度以降請求される月おくれレセプトの費用を措置

するため予算を計上しているところでございます。 

 次のページをお開きください。６款１項１目介護納付金、予算額９２０万円、前年比

２０万円の減であります。１９節の介護納付金でありますけれども、平成２８年度暫定

数字を用いて算出しております。４月になりましたら社会保険診療報酬支払基金より金

額の通知がございますので、それにより確定となります。 

 次のページをお開きください。７款１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金、予算

額５８４万６，０００円、前年比７３万９，０００円の増であります。１９節の高額医

療費共同事業医療費拠出金でありますが、これにつきましては小規模保険者において予

想外の高額な医療が生じた場合に対処する事業で、１件８０万以上が対象となります。

国保連からの概算通知により予算を計上したところでございます。 

 次に、２目保険財政共同安定化事業医療費拠出金、予算額５，６８０万１，０００円、

前年比４０５万１，０００円の増であります。この拠出金についてでありますが、これ

は昨年度より８０万円未満のレセプト全てが対象となっており、これにつきましても国

保連からの概算通知による額を予算計上したところでございます。 

 次に、３目高額医療費共同事業事務費拠出金、予算額１，０００円、次の４目保険財

政共同安定化事業事務費拠出金、予算額１，０００円につきましては、科目存置であり

ますので、特に説明はございません。 

 次のページをお開きください。８款１項１目特定健康診査等事業費、予算額１４５万

２，０００円、前年比４５万２，０００円の増であります。１３節の委託料、特定健康

診査委託料１３６万８，０００円でありますけれども、前年比４６万７，０００円の増

となっております。これにつきましては、本町の６５歳以上の方の有病状況、病気の状

況を見ますと心臓病の方がふえてきているということから、本年度より心電図検査の対

象者を特定健診受診者全員に拡大したことによる心電図検査委託料２６万７，０００円

の増と受診機会の拡充を図るため従来の特定健診とがん検診をあわせて受診することが
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できる旭川がん検診センターで行っております送迎つきの検診を本年度より新たに加え

ることとし、２０名分の特定健診委託料２０万円を予算計上したことによる増でござい

ます。 

 次に、２項１目保健衛生普及費、予算額１４１万７，０００円、前年比６０万円の減

であります。１９節の短期人間ドック補助金１２０万円でありますけれども、これにつ

きましては過去３年間の実績から本年度６０名分の予算を計上しております。送迎つき

検診は１０名ということで、その辺の想定も含めての６０名分を予算計上したところで

ございます。 

 次のページをお開きください。９款１項１目基金積立金、予算額６５万円、前年比２

８万３，０００円の減であります。２５節の２段目、基金積立金、財政安定化支援事業

４５万２，０００円についてでありますが、これにつきましては平成２７年度の実績額

で予算計上しておりますが、２８年度の交付税算入額が確定次第補正する形となります。 

 次のページをお願いいたします。１０款１項１目利子、予算額１，０００円、前年度

同額でございます。この目につきましては科目存置でありますので、特に説明はござい

ません。 

 次のページをお開きください。１１款１項１目償還金、予算額２万円と次の２項１目

延滞金、予算額１，０００円、これらにつきましても科目存置でありますので、特に説

明はございません。 

 次のページをお開きください。１２款１項１目予備費、予算額３００万円、前年度同

額であります。この目につきましても特に説明はございません。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 引き続き歳入の説明いたしますので、７ページ、８ページをお開きいただきたいと思

います。歳入、１款１項１目一般被保険者国民健康保険税、予算額４，８６１万１，０

００円、前年比２５１万１，０００円の減であります。１節医療給付費分現年課税分３，

３６２万３，０００円でありますが、本年度の被保険者数を前年比２０名減の５４０名

と見込んでおります。１人当たり前年比２，４１４円減の６万２，４９６円、２名は退

職者ということで、５３８名を乗じて予算を計上したところでございます。次の２節後

期高齢者支援金分現年課税分１，００４万５，０００円でありますが、これにつきまし

ても被保険者数の見込みが５４０名でありますが、１名当たりが前年比３９４円増の１

万８，６７０円で、５３８名を乗じて予算計上したところであります。次の３節介護納

付金分現年課税分４３１万３，０００円でありますが、この被保険者数は前年比１０名

減の１９０名と見込んでおります。１人当たり前年比７７７円増の２万２，９４２円で、

２名分は退職者ということで、１８８名を乗じて予算を計上したところであります。次

の４節から６節までについては、特に説明はございません。 

 次に、２目退職被保険者等国民健康保険税、予算額２１万１，０００円、前年比３１

万８，０００円の減であります。１節から３節まで、退職被保険者見込み数は先ほど申
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し上げました一般を除いた分２名で見込んでおります。単価につきましては、一般の被

保険者と同じ単価を使って算出したところであります。４節から６節までにつきまして

は科目存置でありますので、特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目療養給付費等負担金、予算額３，９８

４万２，０００円、前年比７９５万８，０００円の減であります。１節現年度分、療養

給付費等負担金で３，９８４万１，０００円でありますが、医療給付分２，８９８万円、

後期高齢者支援分７９１万７，０００円、介護給付分２９４万４，０００円の内訳とな

っております。 

 次に、２目高額医療費共同事業負担金、予算額１４６万１，０００円、前年比１８万

５，０００円の増であります。１節高額医療費共同事業負担金でありますが、国が４分

の１、道が４分の１、残り２分の１につきましては保険税で対応することとなっている

ところであります。 

 次に、３目特定健康診査等負担金、予算額２４万円、前年比２万９，０００円の減で

あります。１節で特定健康診査等負担金でありますが、特定健診等に対する３分の１の

補助であります。２７年度当初申請額と同額を予算計上したところでございます。 

 次に、２項１目財政調整交付金、予算額１００万１，０００円、前年比１０万７，０

００円の減であります。この目につきましては特に説明はございません。 

 次のページをお開きください。３款１項１目療養給付費等交付金、予算額１２３万１，

０００円、前年比１８万９，０００円の減であります。１節現年度分、療養給付費交付

金で１２３万円でありますが、平成２７年度の交付金計算方法により算出しており、内

訳としましては退職被保険者等療養給付費で１００万３，０００円、退職被保険者等療

養費５万円、退職被保険者等高額療養費１２万２，０００円、高額介護合算療養費２万

円、移送費１万円となっているところであります。この目の説明は以上であります。 

 次のページをお開きください。４款１項１目前期高齢者交付金、予算額７，６６５万

９，０００円、前年比３，５１８万３，０００円の増であります。１節で前期高齢者交

付金７，６６５万９，０００円でありますけれども、これにつきましては前期高齢者の

遍在によります保険者間の不均衡を調整する制度でありまして、平成２６年度の精算額

と平成２８年度の概算額の合算による額となります。平成２８年度の概算額７，３７３

万９，７２６円、これに対して平成２６年度の精算額２９１万７，７７８円の増という

ことになりますので、その他に調整額２，１２４円を追加いたしまして７，６６５万９，

０００円となるものであります。これにつきましては、社会保険診療報酬支払基金のシ

ミュレーションによります数値となっております。 

 次のページをお開きください。５款１項１目高額医療費共同事業負担金、予算額１４

６万１，０００円、前年比１８万５，０００円の増であります。１節高額医療費共同事

業負担金１４６万１，０００円。次の２目特定健康診査等負担金、予算額２４万円、前

年比２万９，０００円の減であります。これらにつきましては、計算方法については先
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ほど国の負担分で申し上げましたものと同じ方法で計上しているところであります。 

 次に、２項１目財政調整交付金、予算額９９６万円、前年比１９８万９，０００円の

減であります。普通調整交付金で９９５万９，０００円でありますけれども、内訳とい

たしまして医療給付費分７２４万４，０００円、老人医療拠出金分はございません。後

期高齢者支援分で１９７万９，０００円、介護給付費分で７３万６，０００円となって

いるところであります。 

 次のページをお開きください。６款１項１目高額医療費共同事業交付金、予算額７１

１万円、前年比１３１万円の増であります。１節の高額医療費共同事業交付金で７１１

万円でありますけれども、これにつきましては小規模保険者において予想外の高額な医

療費が生じた場合に対処する事業、１件８０万円以上の医療費が対象となっており、平

成２７年度上期の実績に基づきまして算出し、計上したところでございます。 

 次に、２目保険財政共同安定化事業交付金、予算額６，４６２万円、前年比１，１９

２万円の増であります。１節保険財政共同安定化事業交付金６，４６２万円であります

けれども、これは都道府県内の市町村国保間の保険税の平準化及び財政の安定化を図る

事業で、平成２７年度より１件８０万円未満の医療費全てが対象となっておりまして、

平成２７年度の上期の実績に基づきまして算出し、予算計上しているところであります。 

 次のページをお開きください。７款１項１目利子及び配当、予算額１９万８，０００

円、前年比４万円の減であります。この目につきましては特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。８款１項１目一般会計繰入金、予算額１，４４８万

４，０００円、前年比１０２万８，０００円の増であります。１節、保険基盤安定（軽

減分）４４５万円でありますが、これにつきましては低所得者に対する軽減対策分で、

道が４分の３、一般会計で措置する分が４分の１となっているところであります。次の

保険基盤安定（支援分）２５１万円でありますが、これは中間所得層を中心に保険料負

担を軽減するもので、国が２分の１、道が４分の１を負担するものでありますが、これ

らは一般会計で受け入れて国保会計へ繰り入れするというものでございます。次の財政

安定化支援事業４５万２，０００円でありますが、これにつきましては交付税で措置さ

れる分でありますが、これにつきましても一般会計で受け入れております。次の出産育

児一時金１４０万円でありますが、これにつきましては単価４２万円の５件分の３分の

２を町が負担するということで予算計上したところであります。次の短期人間ドック補

助金１２０万円でありますが、これは町単費でありますが、１件２万円の６０名分を本

年度予算計上したところであります。次の事務費３８６万６，０００円でありますが、

歳出の総務費の一般管理費分２０２万８，０００円、連合会負担金分５１万６，０００

円、賦課徴収費分５万１，０００円、運営協議会費分８万２，０００円、保健事業の特

定健診分９７万２，０００円、保健衛生普及費分２１万７，０００円の内訳となってい

るところであります。次の単独事業６０万６，０００円でありますが、これは一般会計

において医療、福祉対策として医療費助成、乳幼児やひとり親、重度心身障害者の町単
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費分の事業であります。町で上乗せしたことにより受診の増加につながるということで、

国保に波及した分を一般会計から負担することになっているところであります。 

 次に、２項１目基金繰入金、予算額１，３００万円、前年比２，２００万円の減であ

ります。１節の国保財政調整基金繰入金でありますが、基金取り崩し分でありまして、

本年度につきましては１，３００万円を見込んでいるところであります。 

 次のページをお開きください。９款１項１目繰越金、これにつきましては科目存置で

ありますので、特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。１０款１項１目延滞金から３項２目雑入まで、これ

らにつきましても全て科目存置ですので、特に説明はございません。 

 以上で歳入の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 歳出、２８ページ、２９ページから質疑を受けます。２８ページ、２９ページ、質疑

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３０ページ、３１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３２ページ、３３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３６ページ、３７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３８ページ、３９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４０ページ、４１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４２ページ、４３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４４ページ、４５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４６ページ、４７ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） １目の委託料と、あと次の２項１目の人間ドックの助成の関係

なのですけれども、１目の関係の委託料の関係で旭川のがんセンターのほうにかかる分

についても助成をしたいと、昨年まであったのかどうかわかりませんし、それと次の負
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担金、補助及び交付金の関係で人間ドックの２万円掛ける６０名というのはそれはそれ

でわかるのですが、上との関係で、町長の施政方針でもありましたけれども、町内の病

院では受けれなくなったので、旭川のがんセンターにも定期的に募集して連れていきた

いというふうなことおっしゃっておりました。それで、特に前のほうの特定健診委託料

の関係でがんセンターで受ける健診というのはどういうことなのかご説明願いたいと思

うのですが。 

〇委員長（齋藤雅文君） 主幹。 

〇住民課主幹（内山 渉君） １３節の特定健診の送迎バス健診の委託料の関係だった

のですが、特定健診とがん検診をあわせた形になります。特定健診でいう血液検査や心

電図検査、あと医師の問診、そういった特定健診のものと、あと胃がん検診とか子宮が

ん検診、そういったがん検診をあわせて行うことになりますので、国保としては特定健

診委託料の分を国保から支出するものでございます。がん検診については、一般会計の

保健福祉のほうから支出するということになります。あと、人間ドックの関係は６０名

分今回とっていますが、これから町内の医療機関のほうで人間ドックは受けれないとい

うことになります。町外の３病院ぐらいが協力していただけるというふうな話を保健福

祉課長のほうから聞いているところでございますが、そちらのほうに各自の個人で予約

をしていただいて受けていただいて、その結果と領収書を持って窓口に来ていただけれ

ば、こちらのほうで２万円を支給するという流れになるかと思います。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 特定健診の関係でいうと、例えば今までやっておった特定健診

にがん検診がセットされると、それと人間ドックの検診の違いというのはどういうこと、

どう違ってくるのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 主幹。 

〇住民課主幹（内山 渉君） まず、大きくは、胃カメラとかはできないということで

す。あとは、胃がん検診でバリウムはできると思うのですが、胃カメラはできない。あ

と、エコーができない。何項目かできないものがありますということでよろしいでしょ

うか。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４８ページ、４９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５０ページ、５１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ５２ページ、５３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） それでは、事項別明細書、歳入、７ページのほうに移ってま

いります。７ページ、８ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９ページ、１０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１ページ、１２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３ページ、１４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５ページ、１６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７ページ、１８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １９ページ、２０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 直接予算の関係ではないのですが、平成３０年度からですか、

国保運営の事業主体が各市町村から都道府県に移るということで、ちらっと聞いた範囲

では、例えば道に移管したとしても全道一律ではなくて、それぞれの給付実績なりなん

なりの実績に応じて市町村に保険料を提示して、各市町村の国保の担当係の方が賦課も

し、徴収もするというようなシステムで、例えばうちらもそうですけれども、今基金の

ほうから毎年多額の繰り入れをやっているという関係で、あるいは一般会計からの基準

外繰り入れもしているというところですけれども、それらは基本的に妨げないというこ

とも聞いてはいるのです。それで、まだうちらの基金も残っているわけですし、ちょっ

と変な言い方かもしれませんが、その方法によっては基金の処分の仕方といいますか、

それも随分変わってくると思うのです。その辺の都道府県に移行するに当たっての基本

的な仕組みといいますか、基本的にどうなっているかということを参考までにちょっと

お聞かせ願いたいのですけれども。 

〇委員長（齋藤雅文君） 主幹。 
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〇住民課主幹（内山 渉君） 今現在都道府県化になった場合に、市町村のほうに都道

府県のほうから納付金を納めてくださいという、例えば一千何百万の納付金を納めてく

ださいと。納付金を納めるために各保険者で保険税として被保険者の方々に幾ら納めて

いただくかを算定して、納めてくださいという流れになるというふうに考えております。

基金をそれに入れるのは妨げないということで、今ご指摘のとおりそういった話になっ

ているという話は聞いているところでございます。ただ、詳しい北海道の内容が今ワー

キングチームを組んでいるところで、各市町村と連合会と、あと道のほうでワーキング

チームを組んで、算定のそういった仕組みづくり、具体的にはどうやってやっていくの

だとかを今行っている最中と聞いています。２７年の１月に１回目の会合が行われたと

いう話も聞いておりますので、そこの経過報告等がまだ出ていませんので、詳しい制度

的な内容は、北海道でどうやってやっていくのかはまだ聞いていないところでございま

す。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありますか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 全般的な流れについてお聞きしたいのですけれども、まず支出

の部分では保険給付費が約１，２００万ぐらい対前年度比増額になっていると、それに

対して収入は繰入金が前年度から見て約２，０００万減額、それから健康保険税も２８

０万ぐらい減額、それから国庫支出金も約８００万ぐらい減額、だけれども前期高齢者

交付金が３，５００万増額というのが大まかな流れだと思うのですけれども、これはど

う理解したらいいのか、ちょっとわからないので、どう理解したらいいのか教えていた

だきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課主幹。 

〇住民課主幹（内山 渉君） 歳出のほうですが、保険給付費がここ二、三年伸びてき

ているのは事実でございます。それに伴って、６５歳から７４歳の前期高齢者の方の医

療費も伸びているのは事実でございます。それによって前期高齢者交付金が伸びてきて

いるというのもこの流れの大きな流れになっております。前期高齢者交付金が伸びます

と、それを引かなければだめな療養給付費等交付金が少なくなるということになってい

ることでございます。それに伴って、今の基金の繰入金が２，０００万円ほど少なくな

っているという状態でございます。今後ももし保険給付費等が伸びていくのであれば、

前期高齢者交付金も伸びていく方向になるかと思います。以前に、もう七、八年前にな

りますが、９，０００万近くまで前期高齢者交付金が伸びた時期がございましたので、

そうなると基金からの繰り入れは少なくて済む、実際そうなるかと。ただし、保険給付

費が落ちていきますと前期高齢者交付金も落ちていくと、それに伴ってやりくりで基金

のほうが伸びていく可能性もあるという、そういった流れになっているというふうにご

理解いただきたいと思います。 
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〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして国民健康保険特別会計予算の質疑を終わら

せていただきます。ご苦労さまでした。 

 では、引き続きまして議案第３５号 平成２８年度幌加内町後期高齢者医療特別会計

予算の説明を願います。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、

１５ページ、１６ページをお願いいたします。歳出、１款１項１目一般管理費、予算額

２１万２，０００円、前年比４万円の増であります。この目につきましては特に説明は

ございません。 

 次に、２項１目徴収費、予算額４万１，０００円、前年度同額であります。この目に

つきましても特に説明はございません。 

 次のページをお開きください。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、予算額

２，５９３万５，０００円、前年比１５７万２，０００円の減であります。１９節、事

務費負担金１３６万７，０００円でありますが、市町村均等割１０％、８５万７，１３

０円、高齢者人口割４０％で２８万４，９８５円、人口割で５０％、２２万４，５４０

円の内訳となっているところでございます。これらについては、連合会の通知からでご

ざいます。次の保険料等負担金２，４５６万８，０００円でありますが、保険料の特別

徴収分９２５万円、普通徴収分６１６万７，０００円、滞納繰り越し分１，０００円、

保険基盤安定の繰り入れ分で９１５万円の内訳となっているところでございます。 

 次のページをお開きください。３款１項１目後期高齢者健診事業費、予算額９８万４，

０００円、前年比１０万８，０００円の減であります。１３節、健康診査委託料２８万

４，０００円でありますが、前年比９万２，０００円の増となっております。これにつ

きましては、国保特会で申し上げました旭川がん検診センターで行っております送迎つ

きの検診を後期高齢者分で１０名分予算計上したことによる増でございます。通常の健

診については、前年度と同じ２５名分の予算を計上したところでございます。次の１９

節負担金、補助及び交付金、人間ドック受診助成金７０万円でありますが、これにつき

ましては過去３年間の実績から、本年度につきましては３５名分を予算計上したところ

でございます。 

 次のページをお開きください。４款１項１目保険料還付金、予算額１万円と次の２目

還付加算金、予算額１，０００円につきましては、特に説明はございません。 

 次のページをお願いいたします。５款１項１目予備費、予算額１，０００円、この目

につきましても特に説明はございません。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 次に歳入の説明をいたしますので、６ページ、７ページをお開きいただきたいと思い

ます。歳入、１款１項１目特別徴収保険料、予算額９２５万円、前年比１１４万５，０
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００円の減であります。１節現年度分９２５万円と次の２目普通徴収保険料、予算額６

１６万８，０００円、前年比４７万９，０００円の減、これにつきましては広域連合か

ら示された保険料の総額１，５４１万７，０００円を平成２７年度１０月以降の特別徴

収と普通徴収の区分割合でそれぞれ振り分けたもので、特別徴収分で６０％、９２５万

円、普通徴収分で４０％、６１６万７，０００円としたところでございます。 

 次のページをお開きください。２款１項１目一般会計繰入金、予算額１，１５１万２，

０００円、前年比８万５，０００円の減であります。１節事務費繰入金２３６万２，０

００円でありますが、内訳といたしまして町の特別会計事務費分の一般管理費２１万２，

０００円、徴収費４万１，０００円で合計２５万３，０００円、健診事業費分でありま

すが、広域連合では受診者に１割の負担を求めているところでありますけれども、本町

の場合従前から基本健診同様に受診者負担ゼロとすることから、被保険者の負担額相当

分を措置しているものであり、４万３，０００円を計上したところでございます。人間

ドック助成分につきましては３５名分といたしまして、長寿健康増進事業補助金１，０

００円を見込んで、これを差し引き６９万９，０００円としたところであります。その

他に広域連合分の事務費、いわゆる共通経費でありますけれども、これについては１３

６万７，０００円となっているところであります。次の保険基盤安定繰入金９１５万円

でありますが、これにつきましては低所得者等への減額賦課に対する繰入金で、道が４

分の３、一般会計で措置する分が４分の１となっておりまして、道の負担分については

一般会計繰入金で後期特会のほうへ繰り入れするというものでございます。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目繰越金、予算額１，０００円、前年度

同額であります。この目については科目存置でありますので、説明は特にございません。 

 次のページをお願いいたします。４款１項１目延滞金から３項１目預金利子まで、全

て前年度同額でございまして、特に説明はございません。 

 次に、４項１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入、予算額２４万１，０００円、

前年比６万９，０００円の増であります。１節の健康診査受託料で２４万１，０００円

でありますが、歳出で申し上げました送迎つき検診１０名分の追加によりまして６万９，

０００円の増となっているところであります。 

 次に、５項１目雑入、予算額３，０００円、前年度同額であります。この目につきま

しては特に説明はございません。 

 以上をもちまして歳入の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 事項別明細書、歳出、１５ページから質疑を受けます。１５ページ、１６ページ、質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７ページ、１８ページ、質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １９ページ、２０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 続きまして、歳入のほうに移ります。６ページに戻ってくだ

さい。６ページ、７ページ、質疑ありませんか。 

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出、質疑がないことでよろしゅうございますね。 

 これをもちまして後期高齢者医療特別会計予算の質疑を終了させていただきます。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２５分 

再開 午前１１時３５分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして審査を続けます。 

 議案第３６号です。幌加内町介護保険特別会計予算の説明及び質疑を行います。 

 事項別明細書、歳出より説明を願います。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、平成２８年度介護保険特会について説明を

申し上げます。 

 歳出、２３ページ、２４ページからでございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明は座ってお願いします。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） ありがとうございます。 

 １款１項１目一般管理費から次のページでございますけれども、２目認定調査費に関

しまして特に申し上げることはございません。 

 続いて、２７ページ、２８ページをお開き願います。２款１項１目居宅ー給付費、本
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年度２，５５０万円、前年比１，２８６万４，０００円の減でございます。１９節負担

金、補助及び交付金、居宅サービス給付費２，５５０万円、これに関しましては要支援

１名増、要介護、積算上３．５名減で積算をしておりますけれども、本年度通所介護に

つきまして制度改正により地域密着に移行、それから新たにできました地域密着型の特

養ということで、ここの部分で１，４５０万円の数字が動いてございます。 

 ２目地域密着型サービス給付費、本年度１億１，０８９万１，０００円、前年比８，

３９２万９，０００円の増でございます。１９節負担金、補助及び交付金で地域密着型

サービス給付費１億１，０８９万１，０００円ですが、今ほど申し上げました１，４５

０万円がこちらのほうに乗りますので、増となっているところでございます。また、小

規模多機能スマイルホームえんについては、前年度１３名で積算しておりましたけれど

も、本年度は１１名という人数で積算をしているところでございます。 

 ３目施設サービス給付費、本年度２，２８０万円、前年比７，０６０万円の減でござ

います。１９節負担金、補助及び交付金でございますけれども、病院から診療所へなる

ことから、療養病床に係る給付費を一月分だけ見ているということで、５，１６３万６，

０００円の減額が主な要因となっているところでございます。 

 続きまして、４目福祉用具購入費及び５目住宅改修費については、前年同額を計上し

ておりますので、説明は割愛させていただきます。 

 ６目居宅サービス計画給付費、本年度４３０万円、前年比３８万１，０００円の減で

ございます。１９節負担金、補助及び交付金でございますけれども、積算基礎となって

おります人数につきまして前年度４７．５人で見ておりましたが、本年度は４７名とい

うことで積算を実績に基づいてさせていただいております。 

 続きまして、７目につきましては審査支払手数料ですが、前年同額の計上でございま

す。 

 ２項１目高額サービス費、本年度４８３万５，０００円、前年比６９万７，０００円

の減でございます。１９節負担金、補助及び交付金ですが、介護療養病床などの施設入

所で３４０万円の減、逆に特養施設、地域密着で２７０万３，０００円ほど増額となっ

た計上でございます。 

 続いて、２目の高額医療合算サービス費につきましては、前年同額の計上ですので、

説明は割愛させていただきます。 

 続いて、３項１目特定入所者サービス費、本年度２，１２０万円、前年比１，１５４

万１，０００円の増でございます。これにつきましては、新たにできました特養施設開

所により同額増額となっているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目財政安定化基金拠出金については科目

存置ということですので、説明を割愛させていただきまして、次のページをお願いいた

します。４款１項１目介護予防施策事業費、本年度２９６万９，０００円、前年比３０

万６，０００円の減でございます。これにつきましては、２節給料から１６節原材料費
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まで、介護予防施策に係る事業を例年どおり実施することで必要額を計上しているとこ

ろでございます。１９節負担金、補助及び交付金で総合事業精算金１，０００円という

ことでございますけれども、これにつきましては他の市町村で既に新たな総合事業を実

施している場合に、その市町村の特養施設への入所者が出た場合の住所地特例に対応す

るために、科目といいますか、１，０００円の予算を計上させていただいてございます。 

 ２項１目包括的支援事業費、本年度３３１万円、前年比４万１，０００円の増でござ

いますが、これについては例年ご説明しておりますが、地域包括支援センター職員の介

護福祉士１名分の給与をここで計上しているところでございます。 

 続いて、２目任意事業費、本年度３０万円、前年比１０万円の増でございますけれど

も、これにつきましては前年比１名増の３名分を計上しているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。５款基金積立金から次のページ、６款諸支出金、続

いて７款公債費、次のページ、３９ページ、４０ページになりますが、８款予備費まで

については、例年どおりの予算計上となっておりますので、説明は割愛させていただき

ます。 

 それでは、歳入のほうを説明いたしますので、６ページをお開きいただきと思います。

１款１項１目第１号被保険者保険料、本年度３，０９３万４，０００円、前年比６７万

３，０００円の増でございます。前年比２名増の６４２名として算出をしているところ

でございます。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目介護給付費負担金、本年度３，２１８

万８，０００円、前年比１３７万６，０００円の増でございます。これにつきましては、

給付費のうち、施設分１５％、その他２０％の割合でルールどおり算出して計上してい

るところでございます。 

 続いて、２項１目の調整交付金で本年度１，５２１万７，０００円、前年比８７万２，

０００円の増でございますけれども、これにつきましても介護給付費の総額の７．９８

％の割合で見込み、計上しているところでございます。 

 ２目地域支援事業交付金、これについては前年同額の１７９万３，０００円でござい

ますが、例年説明しておりますが、法定分で介護予防施策事業上限額２４９万５，００

０円の２５％、包括的支援事業上限額３００万円の３９％の負担割合で計算していると

ころでございます。 

 次のページをお開き願います。３款１項１目介護給付費交付金、本年度５，３３９万

４，０００円、前年比３０５万９，０００円の増でございます。これにつきましても保

険給付費の２８％の負担割合ということで計上しているところでございます。２節の過

年度分につきましては、今まで説明してきた部分もございますが、科目存置ということ

でご了解いただきたいというふうに思います。 

 ２目の地域支援事業交付金については、前年同額、これにつきましても上限額２４９

万５，０００円の２８％の負担割合で計算しております。 
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 続きまして、４款１項１目介護給付費負担金、本年度２，９７８万５，０００円、前

年比２１７万７，０００円でございますけれども、これにつきましても保険給付費の施

設分の１７．５％、その他分１２．５％の割合で計算をさせていただいて計上しており

ます。２節の過年度分については、科目存置でございます。 

 続いて、２項１目地域支援事業交付金、これについては前年同額の８９万６，０００

円、これについても先ほど申しました介護予防施策事業の上限額、それから包括的支援

事業上限額、それぞれ一定のルールで定められた負担割合で計算、計上しているところ

でございます。 

 次のページをお願いいたします。５款財産収入、１目利子及び配当でございますけれ

ども、これについては特に申し上げることはございません。 

 次のページをお願いいたします。６款１項１目一般会計繰入金、本年度２，８６６万

５，０００円、前年比１５８万１，０００円の増でございます。介護給付費繰入金２，

３８３万４，０００円ですが、これは保険給付費の１２．５％の負担割合、事務費繰入

金２７２万６，０００円については歳出の１款総務費の全額となってございます。地域

支援事業繰入金１７３万６，０００円、これも先ほどから申しておりますが、介護予防

施策の上限２４９万５，０００円の１２．５％、包括的支援事業上限３００万円の１９．

５％、その上限額を超えた自主財源分の負担を計上しているところでございます。低所

得者保険料軽減事業で３６万９，０００円を計上してございます。 

 続いて、２項１目基金繰入金、本年度６２９万５，０００円、前年比１０３万６，０

００円の増でございますけれども、１節基金繰入金、介護給付費準備基金繰入金で同額

でございますが、本会計全体の所要額から特定財源を差し引いた不足額を基金を取り崩

して充当するものでございます。 

 次のページをお開き願います。７款の繰越金、その次のページの８諸収入については、

例年どおりの計上でございますので、特に申し上げることはありません。 

 戻っていただきまして、３ページ、４ページをお願いいたします。歳入歳出予算事項

別明細書でございますけれども、歳入歳出とも２０億１２万円として収支のバランスを

とっているところでございます。 

 最終ページには先ほど申しました職員の給与費の明細書をつけておりますので、後ほ

どお目通しをいただければと思います。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。事項別

明細書、歳出、２３ページから質疑を受けます。２３ページ、２４ページ、質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） ２７ページ、２８ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 申しわけないです。先ほど聞き逃してしまったので、２目の地

域密着型サービス給付費の関係で朱鞠内のえんと、あと新しくできるテルケアのほうで

人数的にはそれぞれ何人で見ているのか、ちょっとお知らせ願いたいのですが。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） スマイルホームえん、小規模多機能施設につきまして

は、１１名で人数を見てございます。それから、新たにできます地域密着型特養につき

ましては、２９床ありますので、２９名分ということで見てございます。よろしくお願

いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２９ページ、３０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３１ページ、３２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３３ページ、３４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３５ページ、３６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３７ページ、３８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３９ページ、４０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、歳入に移ります。６ページに戻ってください。６

ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １８ページ、１９ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。歳入歳出全般につい

て質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 総体の流れについてちょっとお聞きしたいのですけれども、支

出総金額が２億ぐらいで、対前年度比１，０００万ぐらい増額になっていますけれども、

これは保険給付費の増額ということで、地域密着型の特養に移行した主な増額だと思う

のですけれども、これに対して介護保険料そのものは６０万ちょっとぐらいの増額で、

意外と保険料の増額は少ないなと思って見ているのですけれども、そのほかにもろもろ

のものが増額されています。ただ、ここで１つ、繰入金が３，４００万ということです

ので、大きいなということで、この繰入金の中で本来であれば保険料にはね返る分が繰

入金で賄われているという金額がどれぐらいなのかということと、例えば２億の総予算

の割にして３，４００万の繰入金というのはどういうレベルにあるのか、多いのか、少

ないのか、妥当なのか、そこら辺わかれば教えていただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 詳細な資料につきましては後ほど提出をさせていただ

きたいと思いますので、３，４００万が妥当かどうかというようなことでございますけ

れども、第６期の介護保険計画の中で月額４，５００万円を定めたところでございます

けれども、その計画に基づきまして事業を実施してきておりますので、３，４００万円

が特別高額であるとか、そういったことはないというふうに認識してございますので、

ご理解を賜ればと思います。よろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 係長。 

〇保健福祉課介護保険係長（安芸 修君） 中河課長が申し上げましたとおり、繰入金

の部分で若干私のほうから補足をさせていただきたいと思います。 

 ３，４００万円の内訳でございますけれども、他会計繰入金、１項１目一般会計繰入

金ということで、一般会計繰入金につきましては、先ほど中河課長のほうから説明あり

ましたが、法定割合に基づきますそれぞれの法定分の繰入金ということになりますので、

これにつきましては全国どこの市町村も決まった繰り入れとなっております。一方で２

項１目の基金繰入金、介護給付費準備基金繰入金でございますけれども、これにつきま

しては先ほど中河課長もございましたが、第６期介護保険料を定めた際に標準額月額４，

５００円というふうに定めておりますけれども、その差額分につきましては保険料で賄

えない部分につきましては給付費で負担する部分が足りない分についてこの準備基金で
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繰り入れるというふうにしております。この準備基金の繰り入れにつきましては、現在

平成２７年度末を見越してのお話でございますけれども、基金残高、現在１，２７０万

程度ございます。また、２７年度の決算でちょっとお話しさせていただきますと、本年

度の決算予想では総給付費１億５，０００万程度の予定でございます。その結果、保険

料等々負担部分を検討したところ、今年度２７年度については準備基金の繰入金につい

ては３月補正のほうでも計上させていただいておりますが、ほぼないような状況、もし

くは準備基金に繰り入れできるような状況になるのではないかというふうに今現在決算

のほうを算定しているところでございます。ということで、大きく給付費が実績に伴っ

て総額１億９，０００万円の予算、給付費に対して出しておりますけれども、この実績

につきましてはもちろん施設入所、介護受給者の方の割合に応じて大きく実績が影響し

てくるものでございますので、それに伴ってこの準備基金の繰入金につきましても大き

く変動するというふうに考えているところでございます。 

 以上で終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般についてありますか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 今の春名委員の質問とも関連するのですけれども、先ほど私の

ほうで質問した１項２目、介護サービス等諸費の関係で２目の関係、えんのほうはそれ

なりの実績に基づいての見積もりだと思うのですが、テルケアのほうは定員いっぱい、

２９名ということで見ているので、それで現実的に今特にテルケアのほうでは職員の体

制の問題やら、あるいはとりあえず病院から移る人たちのほかにどの程度あるのか私は

わかりませんけれども、４月スタート時点で職員の関係やらもありまして受け入れとい

うのは実際どのぐらいになるのかというのと、あと職員、寿光会の関係なのですけれど

も、もちろん寿光会の関係ですからここで聞いていいのかどうかわかりませんが、介護

職員が１１月の段階でかなり不足していると、鋭意今募集をかけているところだという

関係をおっしゃっておりました。そんなことで、その辺のスタッフの体制がスタート時

点でどの程度になるのかの見通しについてお伺いしたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） まず、スタート時点でございますけれども、病院の介

護療養病床からの移行ということで１２名の入所者がまず最初となります。ユニット的

にはスリーユニットで考えておりますが、人数的な関係でツーユニットをまず最初に稼

働させるということでスタートさせていただきたいと思っております。その後２９名と

いうことでございますので、順次町内のケアマネジャーさん等を通じて該当になる方を

情報的には、実際に入所に関しましては運営される寿光会さんのほうで判定をされるの

ですけれども、そういう関係は情報共有をしながら進めていきたいというふうに考えて

おります。時期的には５月ぐらいからかなというふうに考えております。まず４月１２

名でスタートして、随時募集を５月からかけて、なるべく早い時期に予算計上した２９
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名に持っていきたいというふうに思ってございます。 

 それから、スタッフの関係でございますけれども、寿光会さんのほうでも何せ４月１

日開所でございますので、ある程度大きな圭泉会グループという中にも入ってございま

すので、その中からも応援していただく職員をこちらのほうに派遣していただいた中で、

施設運営で不足するような職員、その関係についてはグループ全体で賄ってきていただ

いている部分もありますので、随時また募集をかけて、正規職員になっていく部分があ

って最終的に埋まるというふうに考えておりますが、このテルケアを運営する上で今の

ところスタッフで大きなトラブルになるような、そういった状況ではないということで

ご理解をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 地域密着型特養の場合、いわゆる居住地特例ですか、多分うち

らの場合でも例えば沼田だ、旭川だということで入所させていただいているという関係

あると思う。それはうちらの保険会計のほうから支払っていると思うのですけれども、

例えば今とりあえず病院に入られていた人が１２名ほど移られると、特養ですから国の

方針等もありまして要介護度３以上の方、新たには多分入れないと思うのです。そうい

う意味からいったら、町内在住で新たに入る方というのはそんなにいないのかなという

ふうにも考えますし、そうだとするならば、ほかの地域から入居者を募るということに

なるかと思うのですが、それで先ほど言った居住地特例というのですか、それはこの場

合どうなるのでしたっけ。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 地域密着型特養になりますので、住所地は幌加内町の

方というふうになりますので、町外の方でこちらに入るということはないのですけれど

も、ただ和寒、剣淵と士別も、幌加内に関しては協定を結んでおりますので、そこの住

所地の方はこちらの地域密着型特養に入居可能というふうになっておりますので、入居

者がなかなか集まらない場合にはそういった協定を結んでいる市町の方の入居という可

能性はございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 係長。 

〇保健福祉課介護保険係長（安芸 修君） 今ほどのお話の補足となりますが、この３

町は住所地特例という扱いではなくて、事前協定を結んでいるという中で３町で、１市

２町ですか、士別、剣淵、和寒さんのほうで特養の待機者の方で入居を希望されるよう

な方がいた場合には幌加内町のデルケアのほうに、もちろんそれは施設のほうで入所判

定会議をやって決定することになりますけれども、そちらのほうで入居オーケーという

ことであれば、もちろん士別市、和寒、剣淵さんの保険料負担ということで入所してい

ただくという事前協定を結んでいるものでございます。現在、先ほど１２名という中で、

移行の方まず１２名、病院から、そこがツーユニット。５月ぐらいをめどに、町内にい

る方、ケアマネさんを通じて今情報収集をしております。それについては、今大体四、
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五名程度というふうに見込んでおります。ツーユニットについては十分稼働できるだけ

のスタッフはおりますので、その中でツーユニットはまず可能。法人さんのほうといた

しましては、いきなりすぐ満床にして失敗が起きてもいけないということでございます

ので、職員の募集のほうは常に行いながら、受け入れ態勢が整ってから徐々にふやして

いきたいというふうに意向は聞いておりますので、ご理解のほどをお願いしたいと思い

ます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 何かほかに今聞いておきたいことありますか、質疑。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでしたら、これをもちまして介護保険特別会計予算

の質疑を終わらせていただきますが、よろしいですね。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ０時０８分 ７番（田丸利博君）退席） 

 

休憩 午後 ０時０８分 

再開 午後 １時２７分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。 

 議案第３７号 平成２８年度幌加内町国民健康保険病院事業会計予算の説明及び質疑

を行います。 

 説明を願います。 

 病院事務長。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） それでは、平成２８年度病院事業会計の説明をさせてい

ただきます。 

 まず、収益的支出から説明をさせていただきますので、予算書７ページ、８ページを

お開き願います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 着席して説明してください。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） では、この後は着席のまま説明をさせていただきます。 

 １款１項１目給与費、本年度３，２４８万２，０００円、前年比マイナスの２億３，

０７８万２，０００円です。１節給与、医師給、看護職給、事務職給になっています。

医師給は１名、看護職給が２名、事務職給３名、それぞれ３カ月分の予算計上でありま

す。２節手当ですが、２行目、期末、勤勉手当は全職員の６月支給分に係る分を予算計

上させていただいております。４行目、時間外手当につきましては、３月分が次年度に

おいて支出することから、６月分までの４カ月分を予算計上させていただいております。

医学研究手当についても同様でございます。医師確保手当は３カ月分となっています。

これは、一昨日可決決定いただきました議案第２３号、特勤手当の改正により予算計上

させていただいているところでございます。エックス線手当でございますが、これは３
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月分１カ月分の予算計上となっています。２行飛びまして宿日直手当２２３万１，００

０円の計上でございますが、これも３月分と６月分までの予算を計上させていただいて

おります。夜勤手当につきましては、３月の１カ月分となっています。児童手当でござ

いますが、支給対象月を６月までとして予算を計上させていただいております。夜間看

護業務手当、オンコール手当につきましては、３月分の１カ月分の予算計上です。３節

賃金、臨時医師賃金につきましては３月分と４月分の２カ月分を予算計上させていただ

いております。臨時介護員賃金につきましては、日給、時給の介護職の３月分の１カ月

分の予算計上であります。臨時看護師賃金でございますけれども、３月分も含めた予算

計上とさせていただいているところでございます。１行飛びまして、臨時技術職員賃金、

一般会計の４款で説明したとおり、臨時の薬剤師とエックス線技師、２名分の３カ月分

を予算計上させていただいております。４節法定福利費でございますが、それぞれ３カ

月分の予算計上をさせていただいているところでございます。 

 次のページをお開きください。２目材料費、本年度２，２１９万６，０００円、前年

比マイナス２，８７７万１，０００円です。１節薬品費につきましては、支払い月が２

カ月おくれていることから、２月分から６月分までの５カ月を予算計上させていただい

ております。通常会計が閉まらなければ１２カ月分の予算計上になるのですけれども、

会計が閉まりますことから、このような措置をとらせていただいております。２節診療

材料費につきましては、薬品とは１カ月ずれておりまして、１カ月分おくれていること

から、同様に３月から６月まで４カ月分の予算計上をさせていただいているところでご

ざいます。 

 ３目経費、本年度１，５９０万３，０００円、前年比マイナス６，２７０万２，００

０円です。１節、３節については、特に説明はございません。３カ月分の予算計上とな

っています。５節光熱費、電気料につきましては、請求月が２カ月おくれていることか

ら、５カ月分の予算計上となっています。６節燃料費につきましては、３カ月分の予算

計上です。７節食糧費については、科目存置でございます。８節通信運搬費、それぞれ

３カ月分の予算計上となっています。９節手数料、中身でございますけれども、簡易専

用水道水質検査手数料、それから車検手数料１台分、介護サービス情報票調査手数料、

これは介護療養型の調査手数料となっています。などなどを含め８万９，０００円の予

算計上とさせていただきました。 

 次のページをお開きください。１０節賃借料でございますけれども、これも３カ月分

の予算計上となっています。ただ、下から２行目、リハビリ治療器借り上げ料につきま

しては、再リースのため年額の予算計上となっています。支出が６月までに行われるの

で、年額を確保させていただいておりますので、ご理解をいただきたいと思います。１

１節委託料、コンピューター保守点検業務委託料から産業廃棄物処理業務委託料までは、

３カ月分の予算計上となっています。一番下、給食業務委託料につきましては、４月か

ら順次特別養護老人ホームに入院患者が移行することから、一応１カ月分の予算を計上
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させていただいているところでございます。１４節保険料、１行目の自動車任意保険料

から一番下、病院賠償責任保険料まで、これにつきましては年額の予算を計上させてい

ただいております。年契約のため、年額とさせていただきました。ただし、火災保険料、

賠償保険につきましては中途解約となりますことから、払い戻しがあるものでございま

す。１５節修繕料、車両修繕につきましては、訪問看護車の車検と修理を予定しており

ます。一番下の特別修繕料、現在病院で持っています車庫２棟３台分を診療所のそばに

移設するための特別修繕として予算を計上させていただきました。１７節負担金、医師

勤務環境改善交付金につきましては、帰省旅費として交付する分で１回分を予算計上さ

せていただいております。１８節公課費については、特に説明ございません。次のペー

ジをお願いいたします。１９節報償費１５０万円の計上です。６月に支給する薬剤師分

の報償費を予算計上させていただいております。 

 ４目減価償却費、本年度４２５万２，０００円、前年比マイナス１，２７５万３，０

００円です。１節建物減価償却費から３節機械器具減価償却費まで、それぞれ３カ月分

を予算計上させていただいているところでございます。 

 ５目資産減耗費については、特に説明ございません。 

 ６目研究研修費４４万２，０００円、前年比マイナス１３２万８，０００円です。１

節図書費から３節報償費まで、それぞれ３カ月分を予算計上させていただいております。

４款で説明すればよかったのですけれども、９カ月分につきましては一般会計、４款の

ほうに予算計上させていただいておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 ２項１目一時借入金利息から次のページ、４項１目貸倒引当金までは特に説明がござ

いませんので、省略をさせていただきます。 

 次に、収益的収入の説明をいたしますので、２ページ、３ページをお開きいただきた

いと思います。収益的収入、１款１項１目入院収益、本年度１５３万１，０００円、対

前年比マイナスの４，７５６万５，０００円です。１節、入院診療報酬でございますが、

これにつきましては２月、３月分の診療報酬を予算計上させていただいております。 

 ２目外来収益、本年度２，７９５万９，０００円、前年比マイナスの８，６１３万２，

０００円です。１節、外来診療報酬につきましては、２月から６月までの診療分を予算

計上させていただいております。 

 ３目他会計負担金、本年度１，５８４万１，０００円、前年比マイナスの４，７５２

万３，０００円です。１節、一般会計負担金でございますが、繰り出し基準により、救

急医療の確保に要する経費と保健衛生行政事務に要する経費、それぞれ３カ月分の予算

計上となっております。 

 ４目その他医業収益、本年度１，８７２万７，０００円、前年比マイナスの８，０６

３万９，０００円です。１節、健康診断等公衆衛生活動収益につきましては、３月から

６月までの４カ月分を予算計上させていただいております。２節、３節については、特

に説明ございません。４節検査収入、人間ドック収入を予算計上させていただいており
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ますが、実質４月からは人間ドックの受け付けをしておりませんので、皆減になる予定

でございますので、ご理解をいただきたいと思います。５節介護収益、介護療養施設サ

ービス収益につきましては、２月から４月診療分の予算計上とさせていただいておりま

す。短期入所についても同様です。訪問看護収益、訪問リハビリ収益につきましては、

２月から６月までの５カ月分を予算計上させていただいているところでございます。６

節その他医業収益については、特に説明はございません。 

 ２項、次のページをお開きください。１目受取利息については、特に説明ございませ

ん。 

 ２目患者外給食収益、本年度１０万円で、前年比マイナス５５万円です。１節患者外

給食収益につきましては、３月、４月分の２カ月分を予算計上させていただきました。 

 ３目他会計補助金、本年度５５万１，０００円、前年比マイナスの３０２万円、１節

で一般会計補助金です。繰り出し基準により、医業費補助の目的で交付される分、３カ

月分の予算計上となっています。 

 ４目他会計負担金、本年度６６６万９，０００円、前年比マイナス６，０４５万４，

０００円です。１節、一般会計負担金でございますが、これも繰り出し基準により、不

採算地区交付金、附属診療所の経費など、それぞれ３カ月分の予算計上となっていると

ころでございます。 

 ５目消費税及び地方消費税還付金につきましては、特にありません。 

 ６目その他医業外収益についても特にありません。 

 ７目長期前受け金戻入、本年度４０２万８，０００円、前年比マイナス１，２０８万

７，０００円です。国庫補助金から一般会計繰入金まで、減価償却費に対応する分とし

て３カ月分を予算計上させていただいているところでございます。 

 以上で収益的収入の説明を終わります。 

 それで、１７ページから２２ページの資本的収支につきましては、本年度予算計上が

ありませんので、説明を省略させていただきたいと思います。 

 なお、２３ページ、２４ページには平成２７年度予定貸借対照表、２５ページ、平成

２７年度予定損益計算書、２６ページには平成２８年度予定キャッシュフロー計算書、

２７ページ、２８ページには平成２８年度予定貸借対照表、２９ページ、平成２８年度

予定損益計算書、それから３０ページから３５ページには給与費明細書をそれぞれ添付

させていただいておりますので、これについては後ほどお目通しをいただきたいと思い

ます。 

 以上で病院事業会計の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。 

 これから質疑に入ります。収益的支出の７ページから質疑を受けます。７ページ、８

ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） ９ページ、１０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１ページ、１２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３ページ、１４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５ページ、１６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 収益的収入の２ページから質疑を受けます。２ページ、３ペ

ージについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４ページ、５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 収益的収入、支出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 これをもちまして国民健康保険病院事業会計予算の質疑を終わらせていただきます。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４３分 

再開 午後 １時４４分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。 

 これから議案第３８号 平成２８年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算の説明及び

質疑を行います。 

 事項別明細書、歳出より説明を願います。 

 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） それでは、簡易水道会計の歳出からです。１款１項１目

一般管理費で予算額が５０万７，０００円、前年比で４万７，０００円の増でございま

す。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、時間あれですから、座って説明してください。 

〇建設課長（小野田倫久君） この目については特に説明はございません。 

 次に、２目財産管理費、予算額３，３２３万円、前年比４９７万８，０００円の増で

ございます。ここでは１３節委託料で水道事業統合認可申請業務委託料９３９万４，０

００円でございますが、概要説明でもお話ししましたけれども、水道事業統合に必要な

申請業務、それを作成する予算を計上しているものでございます。次に、１５節工事請
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負費のほうでございます。１５節では水道メーター器の取りかえ工事で２５８万２，０

００円の計上でございます。計量法に基づくメーター器の更新で、今年度は４４基の取

りかえを予定しております。このページは以上でございます。 

 次のページをお開きください。次のページ、２１ページ、２２ページですけれども、

このページの説明は特にございません。 

 次のページをお開きいただきます。２３、２４ページです。２款１項１目元金、予算

額２，８９４万７，０００円、前年比で３５９万６，０００円の増でございます。２３

節償還金、利子及び割引料で償還元金で２，８９４万７，０００円でございますが、内

訳としましては過疎債分で４６６万３，５４４円、簡水債分で２，４２８万２，８２０

円の計上となっております。 

 次に、２目利子です。予算額が８６０万８，０００円、前年比で９８万９，０００円

の減でございます。２３節償還金、利子及び割引料で償還利子８６０万８，０００円で

ございますけれども、内訳としましては過疎債分が５８万１，３１４円、簡水債分が８

０２万６，００４円となっております。また、平成２７年度末の起債残高は、過疎債で

９，９５４万９，１５８円となっております。簡水債のほうでは３，６５８万２，６８

４円となっているところでございます。 

 次のページをお開きください。３款１項１目予備費です。予算額１，０００円で前年

と同額の計上としております。この目については科目存置ですので、特に説明はござい

ません。 

 次に、歳入の説明をしますので、６ページ、７ページのほうをお開きください。１款

１１目工事負担金及び２項１目工事分担金につきましては、科目存置でございます。特

に説明はございません。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。８ページ、９ページです。２款１項１

目水道使用料、予算額２，１９７万２，０００円、前年比で２７万円の減でございます。

１節現年度分で水道使用料２，１９７万１，０００円でございますが、これは基本料金

で前年比で１０件減の６９５件分、超過料金で前年比３，３７８トンの減ということで

８万５，７３１トンを見込んでいるところでございます。 

 次に、２項１目諸手数料になります。この目につきましては科目存置でございますの

で、特に説明はございません。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。３款１項１目財産貸付収入です。予算

額２３７万７，０００円、前年比で３万５，０００円の減でございます。１節現年度分

でメーター器貸付料でございます。２３７万６，０００円でございます。これは、前年

比１０件減の６９５件分で見込んでいるものでございます。 

 次のページをお開きください。４款１項１目他会計繰入金でございます。予算額が４，

６９３万３，０００円、前年比で７９３万７，０００円の増でございます。１節の一般

会計繰入金で４，６９３万３，０００円でございますけれども、これは一般会計歳出で



 - 37 - 

説明いたしましたとおり、繰り出し基準内分と基準外分を同額繰り入れてございます。 

 次のページをお開きください。５款１項１目繰越金です。この目につきましては科目

存置ですので、特に説明はありません。 

 次のページをお開きください。６款１項１目延滞加算金及び２項１目預金利子と３項

１目雑入、これら全て科目存置でございますので、説明は特にございません。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 次に、３ページ、４ページのほうをお開きください。事項別明細書の総括でございま

す。歳入歳出の予算総額をそれぞれ７，１２９万３，０００円として歳入歳出のバラン

スをとっております。 

 なお、前回協議会のときに水道の統合の関係でちょっとご説明させていただいた件で

１件だけ訂正をお願いしたい件がありまして、この場をおかりして説明したいと思いま

す。前回長留内雑用水も幌加内簡水のほうに入れてというところで、幌加内簡水に入れ

るときにまだしばらくは使うという話をちょっとしたのですけれども、大変ご迷惑をお

かけしました。実は、年間に約３００万ぐらいのランニングコストがかかっております。

それを使うことでお金を余計かけてしまうということになりますので、それは移行した

後には使わないで、施設はなくすことはできないので、そのまま置かなければいけない

ですから、その維持だけはしますけれども、機能の維持はしないという方向で考えてお

りますので、ご理解をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上で歳入歳出のほうの説明を終わります。ご審議のほどをよろしくお願いいたしま

す。 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。 

 これから質疑に入ります。事項別明細書、歳出、１９ページから質疑を受けます。１

９ページ、２０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） では、続きまして歳入のほうに移ります。６ページから質疑

を受けます。６ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページについて質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、これをもちまして簡易水道事業特別会計予算の質疑を終わらせていただき

ます。ご苦労さまです。 

 続きまして、議案第３９号 平成２８年度幌加内町下水道事業特別会計予算の説明及

び質疑を行います。 

 事項別明細書、歳出より説明を願います。 

 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） 座ったままで失礼します。 

 それでは、下水道事業会計の歳出から説明いたします。１款１項１目一般管理費です。

予算額が１３万７，０００円、前年比２，０００円の増でございます。このページにつ

いては特に説明はございません。 

 次の２目財産管理費、予算額１，５３１万６，０００円、前年比で６６万７，０００

円の減でございます。この目の前年比減の理由といたしましては、昨年度に地域密着型

介護老人福祉施設建設に伴う排水の屋外配管工事等が計上されていたものがありました

ので、減となるものでございます。１１節のほうの需用費の関係ですけれども、ここに

特別修繕で２３０万１，０００円でございますが、計上がございます。内訳としまして

は、農業集落排水処理施設の機械設備のオーバーホールと前処理室の消毒槽の排気ファ

ンの交換修繕、これを計上させていただいております。このページにつきましては以上

です。 

 次のページをお開きください。次は３目浄化槽管理費です。予算額２，１１５万９，

０００円、前年比で４万２，０００円の増でございます。ここでは１５節の工事請負費

で合併処理浄化槽の設置工事７７７万６，０００円でございますが、計上させていただ

いております。これは、水洗トイレ設置希望があった場合対応するために３基分を予算

に計上するものでございます。このほかは特に説明ございません。 

 次のページをお開きください。２款１項１目元金です。予算額２，７２４万円、前年

比で６７万３，０００円の減でございます。２３節償還金、利子及び割引料で償還元金

２，７２４万円でございます。内訳は、過疎債分で１７２万２，３８６円、下水道債分
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で２，５５１万６，７９６円の計上となっております。 

 次に、２目利子です。予算額が６６０万３，０００円、前年比で５８万１，０００円

の減でございます。２３節償還金、利子及び割引料、償還利子で６６０万３，０００円

でございます。内訳は、過疎債分で６万２，８１２円、下水道債分で６５３万９，７９

７円の計上となっているところでございます。なお、平成２７年度末の起債残高は、過

疎債で７９３万１，４７０円、下水道債分で３億８，６２２万８，０８６円となってお

ります。このページは以上でございます。 

 次のページをお開きください。３款１項１目予備費で、予算額が１，０００円で前年

同額でございます。この目については科目存置でございますので、特に説明はございま

せん。 

 以上で歳出のほうの説明を終わります。 

 次に歳入の説明をしますので、８ページ、９ページのほうをお願いいたします。１款

１項１目浄化槽使用料でございます。予算額が１，００８万９，０００円、前年比で２

３万５，０００円の増でございます。１節現年度分で浄化槽使用料１，００８万８，０

００円でございます。ここでは前年比５件増の２０４件分を見込んでいるところでござ

います。 

 次に、２目下水道使用料でございます。予算額１，５７４万円、前年比で５８万３，

０００円の減でございます。１節現年度分で下水道使用料１，５７３万９，０００円で

ございます。ここでは基本料金で前年比６件減の４３５件、それから超過料金で前年比

２，７７１トン減の４万７３５トンを見込んでいるところでございます。ここにつきま

しては以上でございます。 

 次のページをお開きください。２款１項１目他会計繰入金です。予算額３，７９２万

４，０００円、前年比で１５２万９，０００円の減でございます。１節一般会計繰入金

で３，７９２万４，０００円でございますが、これは一般会計歳出で説明しましたとお

り、基準内分と基準外分の繰出金を同額繰り入れるものでございます。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。３款１項１目繰越金で予算額１，００

０円で、前年同額でございます。この目については科目存置でございますので、特に説

明はございません。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。４款１項１目雑入で予算額２，０００

円で前年同額でございます。このページについても科目存置で、特に説明はございませ

ん。 

 次のページをお開きください。１６ページ、１７ページになります。５款１項１目下

水道事業債で予算額６７０万円、前年同額でございます。１節下水道事業債で個別排水

処理施設整備事業債６７０万円でございます。起債対象の２０８万円を３基分、あと消

費税を乗せた分を計上させていただいております。これは、３基分ということで財源の

予定をしているものでございます。 
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 以上で歳入の説明を終わります。 

 次に、５ページ、６ページのほうをお開きいただきたいと思います。事項別明細書の

総括でございます。歳入歳出予算総額をそれぞれ７，０４５万６，０００円として、歳

入歳出のバランスをとるものでございます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 事項別明細書、歳出、１９ページから質疑を受けます。１９ページ、２０ページにつ

いて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） では、続きまして歳入、８ページから質疑を受けます。８ペ

ージ、９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。全般について質疑あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これをもちまして下水道事業特別会計予算の質疑

を終わらせていただきます。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０５分 

再開 午後 ２時０６分 
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〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。 

 議案第４０号 平成２８年度幌加内町奨学資金特別会計予算の説明及び質疑を行いま

す。 

 事項別明細書、歳出より説明を願います。 

 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） 奨学資金特別会計予算の歳出から説明しますので、１８ペ

ージ、１９ページをごらんください。１款１項１目奨学資金…… 

〇委員長（齋藤雅文君） 次長、説明長くなるから着席でどうぞ。 

〇教育次長（清原吉典君） １款１項１目奨学資金、本年度６００万円、比較としまし

て前年対比マイナス３６万円の減でございます。内訳としまして、大学３名、医大の方

１名、専門学校３名、それと高校２名、幌高生で１名分の計１０名分の予算を計上して

いるところでございます。そのうち継続が３名、新規として７名を見込んで予算措置を

しているでございます。また、入学支度金につきましては、希望する方が対象となりま

すけれども、予算の範囲内で行いたいと考えております。不足となった場合につきまし

ては、補正予算にて対応させていただきますので、ご理解いただきたいと思います。こ

の目については以上です。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目基金積立金１０万８，０００円、比較、

前年同額でございます。２５節の積立金ですけれども、基金積立金は   原資として

しております。利息分を積み立てするものでございます。 

 次に、歳入の説明を行います。７ページ、８ページをお願いいたします。１款１項１

目一般会計繰入金、本年度１，０００円、前年同額でございます。こちらにつきまして

は、科目存置として計上しているところでございます。 

 ２項１目基金繰入金３５５万９，０００円、前年同額でございます。貸付金でござい

ますけれども、貸付金に対する返還金との差額に不足が生じる場合、基金を取り崩しま

して歳入歳出のバランスをとっているものでございます。 

 次のページをお願いいたします。２款１項１目返還金２４３万円、３６万円のマイナ

スでございます。返還予定者１６名、内訳は大学７名、専門学校４名、高校が５名でご

ざいます。このページにつきましては以上です。 

 次のページをお願いいたします。３款１項１目寄付金でございます。本年度１０万円、

前年同額でございます。この目は特にございません。 

 次のページをお願いいたします。４款１項１目基金利子、本年度８，０００円、前年

同額でございます。なお、現在の預金高につきましては１，６０４万６，０００円ほど

になってございます。 

 次のページをお願いいたします。５款１項１目繰越金でございます。本年度１万円、

前年同額でございます。こちらにつきましても特に説明はございません。 

 以上で歳入の説明を終わります。 
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 続きまして、４ページ、５ページ目をお願いいたします。事項別明細書でございます。

歳入歳出ともに６１０万８，０００円としまして、歳入歳出のバランスをとっていると

ころでございます。 

 なお、３ページ目に第２表の債務負担行為を掲載しておりますので、後ほどお目通し

願います。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。 

 これから質疑に入ります。事項別明細書、歳出、１８ページから質疑を受けます。１

８ページ、１９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入、７ページから質疑を受けます。７ページ、８ページ、

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９ページ、１０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１ページ、１２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３ページ、１４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５ページ、１６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。歳入歳出全般につい

て質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これをもちまして奨学資金特別会計予算の質疑を

終わります。 

 以上で全会計の質疑が終了いたしました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時１２分 

再開 午後 ２時１３分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じ委員会を再開いたします。 

 これから議案ごとに順次討論を行います。 
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 議案第３３号 平成２８年度幌加内町一般会計予算について討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３４号 平成２８年度幌加内町国民健康保険特別会計予算について討論

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３５号 平成２８年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算について討

論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３６号 平成２８年度幌加内町介護保険特別会計予算について討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３７号 平成２８年度幌加内町国民健康保険病院事業会計予算について

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３８号 平成２８年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算について討論

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第３９号 平成２８年度幌加内町下水道事業特別会計予算について討論あ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 次に、議案第４０号 平成２８年度幌加内町奨学資金特別会計予算について討論あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） これで討論を終わります。 

 それでは、これから議案ごとに順次採決を行います。 

 この採決は、挙手により行います。 

 まず、議案第３３号 平成２８年度幌加内町一般会計予算の件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 
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〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３３号は原案のとおり可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第３４号 平成２８年度幌加内町国民健康保険特別会計予算の件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３４号は原案のとおり可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第３５号 平成２８年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算の件を採決

いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３５号は原案のとおり可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第３６号 平成２８年度幌加内町介護保険特別会計予算の件を採決いたし

ます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３６号は原案のとおり可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第３７号 平成２８年度幌加内町国民健康保険病院事業会計予算の件を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３７号は原案のとおり可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第３８号 平成２８年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算の件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３８号は原案のとおり可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第３９号 平成２８年度幌加内町下水道事業特別会計予算の件を採決いた

します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 
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〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第３９号は原案のとおり可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第４０号 平成２８年度幌加内町奨学資金特別会計予算の件を採決いたし

ます。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。 

 したがって、議案第４０号は原案のとおり可決すべきと決定いたしました。 

 以上をもちまして本委員会に付託された議案第３３号から議案第４０号までの平成２

８年度各会計予算の審査は全部終了いたしました。 

 なお、議長への審査結果報告文につきましては、委員長に一任願います。ご苦労さま

でした。 

 退任のご挨拶を申し上げます。本委員会は、３月１５日の本会議で付託された平成２

８年度の一般会計外全８件の予算を慎重に、かつ精力的に審査をし、本日をもって審査

を終了できました。このことは委員、説明員各位のご協力によるものでありまして、厚

くお礼を申し上げます。予算審査特別委員会としての役割はこれをもって終了となりま

すが、議決した予算については議会としての責任も大変大きいものがあります。これが

期待する行政効果を上げて町民福祉につなげていけるよう、今後の議会活動に向けて委

員皆様のさらなるご活躍をご期待し、閉会のご挨拶といたします。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして予算審査特別委員会を閉会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。ありがとうございました。 

閉会 午後 ２時２１分 


